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(単位：円）

当　年　度 前　年　度 増　減
Ⅰ　資産の部

１．流動資産
現金預金 102,463,532 93,441,398 9,022,134
未収金 51,401,618 48,673,797 2,727,821
前払金 12,143,528 24,974,969 △ 12,831,441
立替金 0 669,611 △ 669,611

流動資産合計 166,008,678 167,759,775 △ 1,751,097

２．固定資産
（１）基本財産

投資有価証券 840,861,000 845,606,000 △ 4,745,000
基本財産合計 840,861,000 845,606,000 △ 4,745,000

（２）特定資産
機械装置 52,549,038 0 52,549,038
什器備品 5,480,917 0 5,480,917
退職給付引当資産 136,717,200 118,169,300 18,547,900
減価償却引当資産 117,381,907 117,381,907 0
特定事業積立金 691,595,874 696,910,717 △ 5,314,843

特定資産合計 1,003,724,936 932,461,924 71,263,012
（３）その他固定資産

建物付属設備 23,882,823 29,606,447 △ 5,723,624
機械装置 19,402,283 37,660,776 △ 18,258,493
什器備品 3,722,506 4,519,538 △ 797,032
電話加入権 1,391,852 1,391,852 0
敷金・保証金 1,810,865 1,810,865 0
事業安定積立預金 50,014,326 50,363,883 △ 349,557

その他固定資産合計 100,224,655 125,353,361 △ 25,128,706
固定資産合計 1,944,810,591 1,903,421,285 41,389,306

資産合計 2,110,819,269 2,071,181,060 39,638,209

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

未払金 2,224,485 1,310,688 913,797
預り金 304,992 320,626 △ 15,634
短期借入金 280,000,000 280,000,000 0
前受金 7,625,000 6,125,000 1,500,000
賞与引当金 13,311,723 12,341,431 970,292

流動負債合計 303,466,200 300,097,745 3,368,455
２．固定負債

退職給付引当金 136,717,200 118,169,300 18,547,900
固定負債合計 136,717,200 118,169,300 18,547,900

負債合計 440,183,400 418,267,045 21,916,355

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産

補助金 135,966,234 77,936,279 58,029,955
寄付金 1,532,456,874 1,542,516,717 △ 10,059,843

指定正味財産合計 1,668,423,108 1,620,452,996 47,970,112
（うち基本財産への充当額） (840,861,000) (845,606,000) (△ 4,745,000)
（うち特定資産への充当額） (827,562,108) (774,846,996) (52,715,112)

２．一般正味財産 2,212,761 32,461,019 △ 30,248,258
（うち特定資産への充当額） (39,445,628) (39,445,628) (0)

正味財産合計 1,670,635,869 1,652,914,015 17,721,854
負債及び正味財産合計 2,110,819,269 2,071,181,060 39,638,209

科　　　　　　　　　　　　目

貸　借　対　照　表
令和3年3月31日現在
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（単位：円）
当年度 前年度 増 減

Ⅰ 一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部

(1) 経常収益
① 基本財産運用益 5,199,000 5,495,101 △ 296,101
② 受取会費 45,125,000 46,625,000 △ 1,500,000
③ 受取分担金 654,739,188 543,577,291 111,161,897

5,748,335 74,064,995 △ 68,316,660
基盤整備事業分担金 648,990,853 469,512,296 179,478,557

④ 受取補助金等 1,008,521,591 1,570,456,431 △ 561,934,840
国庫補助金 1,008,521,591 1,570,456,431 △ 561,934,840

⑤ 雑益 6,935,950 7,960,898 △ 1,024,948
受取利息等 6,935,950 7,960,898 △ 1,024,948

経常収益計 1,720,520,729 2,174,114,721 △ 453,593,992
(2) 経常費用

① 事業費 1,684,362,552 2,144,051,427 △ 459,688,875
高度人材育成支援事業 407,842,329 760,141,127 △ 352,298,798
事業環境整備事業 1,276,520,223 1,383,910,300 △ 107,390,077

② 管理費 64,511,145 79,835,101 △ 15,323,956
③ 支払利息 1,545,719 1,953,911 △ 408,192
経常費用計 1,750,419,416 2,225,840,439 △ 475,421,023

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 29,898,687 △ 51,725,718 21,827,031
基本財産評価損益等 0 2,468,800 △ 2,468,800
投資有価証券評価損益等 △ 349,557 1,360,705 △ 1,710,262
評価損益等計 △ 349,557 3,829,505 △ 4,179,062
当期経常増減額 △ 30,248,244 △ 47,896,213 17,647,969

2. 経常外増減の部
(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0
(2) 経常外費用

① 固定資産除却損 14 4 10
経常外費用計 14 4 10

当期経常外増減額 △ 14 △ 4 △ 10
当期一般正味財産増減額 △ 30,248,258 △ 47,896,217 17,647,959
一般正味財産期首残高 32,461,019 80,357,236 △ 47,896,217
一般正味財産期末残高 2,212,761 32,461,019 △ 30,248,258

Ⅱ 指定正味財産増減の部
① 受取補助金 61,881,161 595,311 61,285,850
② 基本財産評価損益等 △ 4,745,000 45,606,000 △ 50,351,000
③ 特定資産評価損益等 △ 5,314,843 15,913,895 △ 21,228,738
④ 一般正味財産への振替額 △ 3,851,206 △ 595,311 △ 3,255,895

当期指定正味財産増減額 47,970,112 61,519,895 △ 13,549,783
指定正味財産期首残高 1,620,452,996 1,558,933,101 61,519,895
指定正味財産期末残高 1,668,423,108 1,620,452,996 47,970,112

Ⅲ 正味財産期末残高 1,670,635,869 1,652,914,015 17,721,854

高度人材育成事業分担金

正味財産増減計算書
令和2年 4月 1日から令和3年 3月31日まで

科　　目
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（単位：円）
その他会計

産油・産ガス国高度
人材育成支援事業

産油・産ガス国事業
環境整備事業 小計 特定事業

Ⅰ　一般正味財産増減の部
1.経常増減の部

(1)経常収益
①基本財産運用益 0 0 0 0 5,199,000 0 5,199,000
②受取会費 0 0 0 0 45,125,000 0 45,125,000
③受取分担金 5,748,335 648,990,853 654,739,188 0 0 0 654,739,188

5,748,335 0 5,748,335 0 0 0 5,748,335
基盤整備事業分担金 0 648,990,853 648,990,853 0 0 0 648,990,853

④受取補助金等 400,844,446 607,677,145 1,008,521,591 0 0 0 1,008,521,591
国庫補助金 400,844,446 607,677,145 1,008,521,591 0 0 0 1,008,521,591

⑤雑益 0 0 0 0 6,935,950 0 6,935,950
受取利息等 0 0 0 0 6,935,950 0 6,935,950

経常収益計 406,592,781 1,256,667,998 1,663,260,779 0 57,259,950 0 1,720,520,729
(2)経常費用

①事業費 407,842,329 1,276,520,223 1,684,362,552 0 0 0 1,684,362,552
高度人材育成支援事業 407,842,329 0 407,842,329 0 0 0 407,842,329
事業環境整備事業 0 1,276,520,223 1,276,520,223 0 0 0 1,276,520,223

②管理費 0 0 0 0 64,511,145 0 64,511,145
③支払利息 0 0 0 0 1,545,719 0 1,545,719
経常費用計 407,842,329 1,276,520,223 1,684,362,552 0 66,056,864 0 1,750,419,416

△ 1,249,548 △ 19,852,225 △ 21,101,773 0 △ 8,796,914 0 △ 29,898,687
投資有価証券評価損益等 0 0 0 0 △ 349,557 0 △ 349,557
評価損益等計 0 0 0 0 △ 349,557 0 △ 349,557
当期経常増減額 △ 1,249,548 △ 19,852,225 △ 21,101,773 0 △ 9,146,471 0 △ 30,248,244

2.経常外増減の部
(1)経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0
(2)経常外費用

①固定資産除却損 0 13 13 0 1 0 14
経常外費用計 0 13 13 0 1 0 14

当期経常外増減額 0 △ 13 △ 13 0 △ 1 0 △ 14
△ 1,249,548 △ 19,852,238 △ 21,101,786 0 △ 9,146,472 0 △ 30,248,258

当期一般正味財産増減額 △ 1,249,548 △ 19,852,238 △ 21,101,786 0 △ 9,146,472 0 △ 30,248,258
一般正味財産期首残高 293,547,015 41,461,022 335,008,037 0 △ 302,547,018 0 32,461,019
一般正味財産期末残高 292,297,467 21,608,784 313,906,251 0 △ 311,693,490 0 2,212,761

Ⅱ　指定正味財産増減の部
①受取補助金 1,160,280 60,720,881 61,881,161 0 0 0 61,881,161
②基本財産評価損益等 0 0 0 0 △ 4,745,000 0 △ 4,745,000
③特定資産評価損益等 0 0 0 0 △ 5,314,843 0 △ 5,314,843
③一般正味財産への振替額 △ 38,257 △ 3,812,949 △ 3,851,206 0 0 0 △ 3,851,206

当期指定正味財産増減額 1,122,023 56,907,932 58,029,955 0 △ 10,059,843 0 47,970,112
指定正味財産期首残高 7,345,194 70,591,085 77,936,279 680,996,822 861,519,895 0 1,620,452,996
指定正味財産期末残高 8,467,217 127,499,017 135,966,234 680,996,822 851,460,052 0 1,668,423,108

Ⅲ　正味財産期末残高 300,764,684 149,107,801 449,872,485 680,996,822 539,766,562 0 1,670,635,869

評価損益等調整前当期経常増減額

他会計振替前当期一般正味財産増減額

正味財産増減計算書内訳表
令和2年 4月 1日から令和3年3月31日まで

科　　目 法人会計 合計
内部
取引
消去

実施事業等会計

高度人材育成事業分担金
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財務諸表に対する注記 
 
 

1. 重要な会計方針 

  (1)有価証券評価基準及び評価方法 

     その他有価証券(時価のあるもの)・・・期末日の市場価格等に基づく時価法 

(2)固定資産の減価償却の方法 

建物・機械装置及び什器備品・・定額法による減価償却を実施している。 

(3)引当金の計上基準 

 賞与引当金・・・・・従業員に対する賞与に備えるため、当事業年度末の支給見込

額基準で計上している。 

退職給付引当金・・・従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末退職給与の自

己都合要支給額に相当する金額を計上している。 

(4)リース取引の処理方法 

     リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス 

 リース取引については、消費税の処理を含め通常の賃貸借取引に係る方法に 

 準じた会計処理をしている。 

(5)消費税等の会計処理 

     消費税等は、税込方式によって会計処理している。 

 

2. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 
科  目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産         

 投資有価証券 845,606,000 0 4,745,000 840,861,000 

小  計 845,606,000 0 4,745,000 840,861,000 

特定資産         

機械装置 0 55,680,835 3,131,797 52,549,038 

什器備品 0 6,200,326 719,409 5,480,917 

 退職給付引当資産 118,169,300 18,547,900 0 136,717,200 

 減価償却引当資産 117,381,907 0 0 117,381,907 

 特定事業積立金 696,910,717 0 5,314,843 691,595,874 

小  計 932,461,924 80,429,061 9,166,049 1,003,724,936 

合  計 1,778,067,924 80,429,061 13,911,049 1,844,585,936 
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3. 基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科  目 当期末残高 

（うち指定正味

財産からの充当

額） 

（うち一般正味

財産からの充当

額） 

（うち負債に

対応する額） 

基本財産         

 投資有価証券 840,861,000 (840,861,000) (0) (0) 

小  計 840,861,000 (840,861,000) (0) (0) 

特定資産        

機械装置 52,549,038 (52,549,038) (0) (0) 

什器備品 5,480,917 (5,480,917) (0) (0) 

 退職給付引当資産 136,717,200  (0) (0) (136,717,200) 

 減価償却引当資産 117,381,907 (77,936,279) (39,445,628) (0) 

 特定事業積立金 691,595,874 (691,595,874) (0) (0) 

小  計 1,003,724,936 (827,562,108) (39,445,628) (136,717,200) 

合  計 1,844,585,936 (1,668,423,108) (39,445,628) (136,717,200) 

 

4. 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 

科  目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

建物付属設備 118,533,546 94,650,723 23,882,823 

機械装置 1,168,118,835 1,096,167,514 71,951,321 

什器備品 76,963,364 67,759,941 9,203,423 

合  計 1,363,615,745 1,258,578,178 105,037,567 

 

5. 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 

（単位：円） 

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
貸借対照表上

の記載区分 

産油国石油精製

技術等対策事業

費補助金 

経済産業省 77,936,279 61,881,161 3,851,206 135,966,234 指定正味財産 

合  計   77,936,279 61,881,161 3,851,206 135,966,234   
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6. 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。 

（単位：円） 

内    容 金 額 

経常収益への振替額   

  減価償却費計上に伴う振替額 3,851,206 

合    計 3,851,206 
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附 属 明 細 書  

 

１．基本財産及び特定資産の明細 

  基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記に記載をしているので省略する。 

 

２．引当金の明細 

                                    （単位：円） 

科 目 期首残高 当期増加額 
当期減少額 

期末残高 
目的使用 その他 

賞与引当金 12,341,431 13,311,723 12,341,431 0 13,311,723 

退職給付引当金 118,169,300 18,547,900 0 0 136,717,200 
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監 査 報 告 

 

一般財団法人 JCCP 国際石油・ガス協力機関 

 理事長 鈴木 康公 殿 

 

 私は、令和 2年 4月 1日から令和 3年 3月 31 日までの令和２年度の理事の職務の執行を

監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。 

 

１．監査の方法及びその内容 

各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努め

るとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の執行状況

について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産

の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附

属明細書について検討いたしました。 

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る財務諸表等

（貸借対照表（内訳表を含む）、正味財産増減計算書（内訳表を含む）、財産目録、財務諸表

に対する注記）及びその附属明細書について検討いたしました。 

 

２．監査の結果 

 (1) 事業報告等の監査結果 

  一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示して

いるものと認めます。 

  二 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事

実は認められません。 

 (2) 財務諸表等及びその附属明細書の監査結果 

   財務諸表等及びその附属明細書は、法人の財産及び損益の状況をすべての重要な点 

において適正に表示しているものと認めます。 

 

令和 3年 5月 26 日 

一般財団法人 ＪＣＣＰ国際石油・ガス協力機関 

                      監事   岩本 巧         印 

 

 

 

 

 



－ 8 － － 9 －
- 9 - 

 

監 査 報 告 

 

一般財団法人 JCCP 国際石油・ガス協力機関 

 理事長 鈴木 康公 殿 

 

 私は、令和 2年 4月 1日から令和 3年 3月 31 日までの令和２年度の理事の職務の執行を

監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。 

 

１．監査の方法及びその内容 

各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努め

るとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等からその職務の執行状況

について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産

の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附

属明細書について検討いたしました。 

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る財務諸表等

（貸借対照表（内訳表を含む）、正味財産増減計算書（内訳表を含む）、財産目録、財務諸表

に対する注記）及びその附属明細書について検討いたしました。 

 

２．監査の結果 

 (1) 事業報告等の監査結果 

  一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示して

いるものと認めます。 

  二 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事

実は認められません。 

 (2) 財務諸表等及びその附属明細書の監査結果 

   財務諸表等及びその附属明細書は、法人の財産及び損益の状況をすべての重要な点 

において適正に表示しているものと認めます。 

 

令和 3年 5月 26 日 

一般財団法人 ＪＣＣＰ国際石油・ガス協力機関 

監事    佐々木 輝明       印     
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独立監査人の監査報告書 

                                令和 3 年 5 月 20 日 

一般財団法人 JCCP 国際石油・ガス協力機関 

 理事長 鈴木 康公 殿 

                                     香村公認会計士事務所 

                                     公認会計士 香村 正雄   印 

 

 私は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第 124 条第 2 項第 1 号の規定に基づく監

査に準じて、一般財団法人 JCCP 国際石油・ガス協力機関の令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3

月 31 日までの令和２年事業年度の貸借対照表及び損益計算書（公益認定等ガイドラインⅡ-4 の

定めによる「正味財産増減計算書」をいう。）並びにその附属明細書並びに財務諸表に対する注

記について監査し、併せて、貸借対照表内訳表及び正味財産増減計算書内訳表（以下、これらの

監査の対象書類を「財務諸表等」という。）について監査を行った。 

 

財務諸表等に対する理事者の責任 

 理事者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基準に準拠し

て財務諸表等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表

示のない財務諸表等を作成し適正に表示するために理事者が必要と判断した内部統制を整備及

び運用することが含まれる。 

 

監査人の責任 

 私の責任は、私が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表等に対する意見を表明

することにある。私は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査

を行った。監査の基準は、私に財務諸表等に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な

保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。 

 監査においては、財務諸表等の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施

される。監査手続は、私の判断により、不正または誤謬による財務諸表等の重要な虚偽表示のリス

クの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明

するためのものではないが、私は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続きを

立案するために、財務諸表等の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査に

は、理事者が採用した会計方針及びその適用方法並びに理事者によって行われた見積りの評価

も含め全体としての財務諸表等の表示を検討することが含まれる。 

 私は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。 

 

監査意見 

 私は、上記の財務諸表等が、我が国において一般に公正妥当と認められる公益法人会計の基

準に準拠して、当該財務諸表等に係る期間の財産及び損益（正味財産増減）の状況をすべての

重要な点において適正に表示しているものと認める。 

 

利害関係 

 一般財団法人 JCCP 国際石油・ガス協力機関と私との間には、公認会計士の規定により記載す

べき利害関係はない。                                          以上 


